
平成２８年度 第６回 国立大学法人鹿屋体育大学経営協議会 議事要旨 
 
 
１．日  時   平成２９年３月２１日（火） １４時３０分～１６時００分 
 
２．場  所   【鹿屋体育大学会場】鹿屋体育大学管理棟２階 大会議室 

【東京会場】 筑波大学東京キャンパス文京校舎３階 ３２０講義室 
 
３．出 席 者   〔学内委員〕松下、金久、原田の各委員 

〔学外委員〕上治、岡崎、小舘、小林、宮嶋の各委員 
 
４．列 席 者   緒方監事、岩重監事、荻田学長補佐、瓜田学長補佐、森学長補佐、竹下学長補佐、前田

学長補佐、事務局次長、事務局各課長 
 
５．内  容  
（質疑の○は学外委員の発言を、●は学内委員及び学内者の発言を示す。以下同じ） 
  議事に先立ち、事務局から会議のスケジュール及び配付資料の確認が行われた。 
 
１）前回議事要旨確認 

 平成２８年度第５回経営協議会の議事要旨（案）について確定された。（資料１） 
 
２）審議事項 

(1) 平成２９年度国立大学法人鹿屋体育大学年度計画について（資料２） 
 事務局（経営戦略課長）から配付資料に基づき、平成２９年度国立大学法人鹿屋体育大学年度計画につ

いて説明があり、審議の結果、年度計画（案）の【41】について具体的な目標となるよう修正した上で、

承認された。なお、修正案については、学長に一任することが併せて承認された。 
○ 年度計画の中で、特に重点を置いている項目は何か。 
● 文部科学省から認定を受けている戦略性が高く意欲的な目標・計画は、年度計画（案）で示した【22】、

【24-1,24-2】及び【32-1,32-2】である。 
● 平成２９年度は中期計画の２年目であり、平成２８年度と比較して項目が大きく変わることはない。

平成２９年度は平成２８年度の実績をふまえ戦略性が高く意欲的な目標・計画については、学長裁量

経費等による予算措置を行っている。また、年度計画（案）の【32】の具体的な取組みとして、国際

スポーツアカデミーの修了生とのネットワークを構築することを平成２９年度に予定している。平成

２８年度の結果を見直した上で、さらにその内容を高めていくことが平成２９年度全体のプログラム

の成果と言える。 
 
○ 年度計画（案）の【41】について、他の項目と比較して具体性が少ないと感じる。 
○ 目標を設定する前段階としてまず現状分析を行い、それを踏まえた上で目標を作成するとよいので



はないか。 
● 本項目については再度見直しを行い具体的な目標となるよう修正したい。 
 
○ スポーツ庁は平成２９年度中にスポーツ基本計画を策定する予定である。新しいスポーツ基本計画

との連携を取っていただきたい。 
● スポーツ基本計画では、様々なスポーツを通じた活力ある社会の実現を目指しており、本学として

も大学スポーツのあり方について検討している所である。自身が委員となっている大学スポーツの振

興に関する検討会議等を活用し、取組み可能な事項を検討したい。 
 

(2) 平成２９年度国立大学法人鹿屋体育大学予算案について（資料３） 
 事務局（財務課長）から配付資料に基づき、平成２９年度国立大学法人鹿屋体育大学予算案について説

明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 
○ ＰＡＬＳプロジェクトとは、具体的にどのような取組みを行っているのか。 
● 高齢者の健康維持のための筋力トレーニングに関する研究を行っている。 

 
３）報告事項 

(1) 平成２８年度資金運用の現況について（資料４） 
 事務局（財務課長）から配付資料に基づき、平成２８年度資金運用の現況について報告があり、平成

２９年３月１日現在の運用益について説明があった。 
 
４）学内外の諸情勢について 

(1) 平成２９年度鹿屋体育大学入試状況について（資料５） 
 金久副学長から配付資料に基づき、平成２９年度鹿屋体育大学入試状況について報告があった。 
○ 女性の志願者数が少ない要因は何か。 
● そもそもの競技人口や、本学における女子競技の活動実績等様々な要素が含まれており、判断が難

しい。 
○ 女性にとって魅力的な大学作りを進めていただきたい。 

 
(2) 学生の競技成績について（平成２８年１２月～平成２９年２月）（資料６） 
 瓜田学長補佐から配付資料に基づき、平成２８年１２月から平成２９年２月までの学生の競技成績につ

いて報告があった。 
 

(3) 平成２９年度強化指定競技及び重点強化指定選手・チームの選考について（資料７） 
 瓜田学長補佐から配付資料に基づき、平成２９年度強化指定競技及び重点強化指定選手・チームの選考

について報告があった。 
○ 競技力強化のための予算規模について伺いたい。 
● 国際競技特別強化支援費として年間 300 万円程度予算措置している。 
● 体育施設の環境改善のための費用も一部含まれているが、体育教育の充実促進事業経費として年間



約 3,800 万円程度予算措置している。 
 

(4) 平成２８年度授業料免除等の実施状況について（資料８） 
 森学長補佐から配付資料に基づき平成２８年度授業料免除等の実施状況について報告があった。 

 
(5) 第５回国際スポーツアカデミーセミナー及び第３回国際スポーツアカデミーシンポジウムについて（資料９） 
 竹下学長補佐から配付資料に基づき、第５回国際スポーツアカデミーセミナー及び第３回国際スポーツ

アカデミーシンポジウムについて報告があった。 
 

(6) 台湾陸上チームによる合宿受入について（資料１０） 
 竹下学長補佐から配付資料に基づき台湾陸上チームによる合宿受入について報告があった。 

 
５）その他 

(1) 平成２８年度第４回経営協議会での意見・提言等に対する回答について（資料１１） 
 事務局（経営戦略課長）から配付資料に基づき、平成２８年度第４回経営協議会での意見・提言等に対

する回答についての説明があった。 
○ 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会や鹿屋市と連携して鹿屋体育大学もアクシ

ョンをおこしてもらいたい。 
 

(2) 平成２８年度の経営協議会開催日程について（資料１２） 
 事務局（経営戦略課長）から配付資料に基づき、平成２９年度の経営協議会の開催日程の説明があった。 

 
 

以上 
 


